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あ る。 特 に、 一 次 救 命 処 置（Basic Life 
Support，以下 BLS）のうち、胸骨圧迫と人工












































































































































































































識スケール、CPR ／ AED 動画の視聴）、②










































































安全確認 周囲の安全を確認してから傷病者に近づいた 2.94 3.00 2.92 2.96 2.93 0.82 3.00 0.8441
耳元で大きな声で確認した 2.97 3.00 2.96 2.96 2.96 2.11 3.00 0.5505
肩をやさしくたたいて確認した 2.99 3.00 3.00 2.96 3.00 0.19 3.00 0.9790
大声で人を呼んだ 2.84 2.80 2.96 ※ 2.89 2.68 ※ 8.78 3.00 0.0323 ＊
119番通報してくれる人を指名して依頼した 2.94 2.80 2.96 2.96 2.93 2.37 3.00 0.4999
AEDを持ってきてくれる人を指名して依頼した。 2.95 2.80 2.96 3.00 2.93 4.45 3.00 0.2169
胸部腹部の動きを確認した 2.89 2.80 2.92 2.89 2.86 0.95 3.00 0.8145
10秒以内で確認した 2.94 3.00 2.96 2.96 2.89 1.98 3.00 0.5775
呼吸確認後ただちに胸骨圧迫を開始した 2.94 3.00 2.96 3.00 2.86 5.89 3.00 0.1173
★正しい位置（左右の胸の真ん中・胸骨の下半分）を圧迫し
た 2.85 3.00 2.81 2.93 2.79 3.48 3.00 0.3232
★真上から垂直（肘を曲げず）に5cm圧迫した 2.84 3.00 2.81 2.93 2.75 3.55 3.00 0.3146
★100～120回/分のテンポで圧迫した。 2.95 3.00 3.00 2.96 2.89 3.90 3.00 0.2720
★圧迫と圧迫の間は胸から手を放さずに十分力を抜いた（圧
迫解除） 2.93 3.00 2.92 2.96 2.89 1.50 3.00 0.6831
30回行った後、人工呼吸を行った 2.98 3.00 3.00 3.00 2.93 4.26 3.00 0.2343
頸部後屈顎先挙上法（額を手のひら、顎下を指で後屈）を
行った 2.92 3.00 3.00 2.93 2.82 6.31 3.00 0.0973
額に当てた手の指で傷病者の鼻をつまんだ 2.86 3.00 2.88 2.79 2.89 2.48 3.00 0.4792
傷病者の胸が上がるのを確認しながら1秒かけて息を吹き込
んだ 2.92 3.00 2.85 2.96 2.93 3.08 3.00 0.3790
一旦口を離し、傷病者の息が自然に出るのを待った。 2.90 3.00 2.92 2.89 2.86 1.23 3.00 0.7451
10秒以内に2回息を吹き込んだ 2.95 3.00 2.96 2.96 2.93 0.75 3.00 0.8622
人工呼吸終了後ただちに胸骨圧迫を再開した 2.97 3.00 2.96 3.00 2.93 2.31 3.00 0.5102
AEDの準備中も胸骨圧迫を続けた 2.94 3.00 2.96 2.93 2.93 0.67 3.00 0.8798
傷病者の頭の近くに置いた 2.98 2.80 ※ 3.00 ※ 2.96 3.00 ※ 8.35 3.00 0.0393 ＊
電源を入れ、AEDの音声に従いパッドを取り出した 2.92 3.00 2.96 2.89 2.89 1.58 3.00 0.6644
★正しい位置（パッドに書かれた心臓をはさむ位置）にパッ
ドを貼り付けた 2.94 3.00 2.96 2.96 2.89 1.98 3.00 0.6644
心電図解析中（音声指）は傷病者にい触れなかった 2.97 3.00 3.00 2.93 2.96 2.23 3.00 0.5260
★音声指示後、傷病者に触れていないことを確認してからボ
タンを押した 2.98 3.00 3.00 2.93 3.00 4.26 3.00 0.2343
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